
市民のうこき
平成 2年12月31日現在

39，629人 (+5)
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な
つ
か
し
の
大
洲
①

(
肱
川
橋
通
り
)

入
口
に
山
水
郷
大
洲
ο

の
看
板
を
い
た
だ
く
橋
の
上
を
、
ボ

ン
ネ
川
ノ
ト
パ
ス
や
オ
ー
ト
三
輪
、
か
行
き
吏
う
街
角
。
は
る
か
に

続
く
い
ら
か
の
波
と
、
肱
川
と
山
々
が
織
り
な
す
景
観
は
、

H

伊

予
の
小
京
都
山
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
情
景
で
す
。

こ
れ
ら
二
枚
の
写
真
は
、
昭
和
三
十
年
頃
の
肱
川
橋
通
り
を

掻
影
し
た
も
の
で
す
。
現
在
よ
り
も
車
の
流
れ
は
少
な
く
、
道

行
く
人
々
も
ゆ
っ
た
り
と
道
路
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

平成 3年2月 1日発行

も
う
三
十
年
以
上
も
前
の
大
洲
の
姿
、
現
在
と
比
較
し
て
ど

う
い
う
印
象
を
お
持
ち
に
な
り
ま
す
か
。
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昭和30年頃の肱川橋通り

今月号の主な内容
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平成3年2月1日おおず広報

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

一
一
日
ま
で
、

十
二
月
十
三
日
か
ら
二
十

十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

平
成
二
年
度

補
正
予
算
案
を
中
心
と
す
る
三
十
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

12'月定例

提
案
理
由
の
説
明

地
方
財
政
は
依
然
と
し
て
累
積
し
た

地
方
債
及
び
地
方
交
付
税
特
別
会
計
借

入
金
残
高
を
抱
え
、
こ
れ
ら
の
償
還
が

今
後
大
き
な
負
担
と
な
る
な
ど
、
財
政

環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
行
財

政
の
簡
素
効
率
化
を
進
め
、
経
費
を
一

層
節
減
し
て
財
政
の
弾
力
性
、
健
全
性

の
確
保
に
配
慮
し
な
が
ら
、
社
会
経
済

情
勢
や
市
民
意
識
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
か
つ
合
理
的
な
行
政
の
推
進
に
努

め
、
諸
施
策
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
六
億
二
百
九
万
円

特
別
会
計
六
百
九
十
九
万
円

企
業
会
計
一
億
八
千
七
百
七
十
二

万
円

合

計

七

億

九

千

六

百

八

十

万

円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
二
百

十
一
億
六
千
九
百
十
三
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
九
億
九
千
百

四
十
一
万
円
(
約
四
・
九
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

般

ム冨

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
二
十
八
億
八
千
三
百
十
七
万

円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、

十
億
四
千
五
十
九
万
円
(
約
八
・
八
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

V
総
務
費
三
善
地
区
市
有
林
伐
採
事

業
に
千
三
百
十
四
万
円
、
市
民
会
館
改

修
事
業
に
六
百
万
円

V
民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

に
九
千
三
百
四
十
二
万
円

V
衛
生
費
犬
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組

合
負
担
金
追
加
に
二
百
三
十
六
万
円

V
農
林
水
産
業
費
県
単
独
林
道
新
設

事
業
補
助
金
に
千
五
百
六
十
万
円

V
商
工
費
大
洲
ま
つ
り
補
助
金
に
百

三
十
万
円

V
土
木
費
市
単
独
道
路
改
良
事
業
に

三
千
万
円
、
県
工
事
負
担
金
に
四
千
五

百
万
円
、
柚
木
・
北
只
地
区
下
排
水
路

改
修
事
業
に
二
千
八
百
八
十
九
万
円

V
教
育
費
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
設
備
整
備
事
業
に
千
五
百
五
万
円

V
災
害
復
旧
費
現
年
補
助
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
(
台
風
十
四
号
・

十
九
号
災
害
関
係
)
に
三
千
三
百
一
万

円

条

例

関

係

V
大
洲
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
V
議

会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

支
給
条
例
の
一
部
改
正
V
大
洲
市
公
の

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
支
給
条
例
の
一
部
改
正
V
特
別

職
の
職
員
の
給
与
及
び
そ
の
他
の
給
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
V
教
育
長

の
給
与
、
旅
費
及
び
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
V
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

入

事

案

件

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

藤
岡
正
己
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

氏

名

森

永

節

住
所
大
洲
市
新
谷
町
甲
一
二
番
地
三

生
年
月
日
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
日

V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

梶
谷
繁
一
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

氏

名

梶

谷

繁

一

住
所
大
洲
市
西
大
洲
甲
七
三
番
地
の
一

生
年
月
日
昭
和
八
年
二
月
二
日

V
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

吉
田
利
男
委
員
の
死
去
に
伴
い
、
後

任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

氏

名

河

野

好

明

住
所
大
洲
市
平
野
町
野
田
七
五
番
地

生
年
月
日
大
正
九
年
一
月
十
九
日

2 

そ

の

他

V
平
成
元
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
V
平
成
二
年
度
公
営

住
宅
(
元
町
団
地
)
新
築
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
V
花
と
緑
の
街

道
新
設
工
事
(
一
工
区
)
の
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て
V
花
と
緑
の
街
道
新

設
工
事
(
二
工
区
)
の
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
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ひばりネッ ト

会員募集のお知らせ

大
洲
市
、
喜
多
郡
、
東
宇
和
郡
の
関

係
機
関
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
グ
リ
ー

ン
ト
ピ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
局
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
ご
と
に
な
り
ま

し
た
。特

に
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
で

あ
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
部
門
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
は
提
供
で
き
な
い

N

地
域

に
密
着
し
た
情
報
H

を
供
給
し
ま
す
。

内
容
的
に
は
、
野
菜
・
果
樹
の
値
動
き

の
情
報
を
提
供
す
る
市
況
情
報
や
気
象

情
報
、
農
業
情
報
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
情

報
な
ど
で
す
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
に
は
、

優
良
事
例
情
報
や
農
業
資
源
情
報
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
必
要
な
種
々

の
情
報
を
供
給
し
て
い
く
予
定
で
す
。

具
体
的
に
は
、
優
良
事
例
情
報
を
通
じ
川

で
優
れ
た
農
業
の
技
術
や
栽
培
の
方
法
川

を
、
ま
た
、
農
業
資
源
情
報
で
は
農
地
、
山

堆
肥
、
機
械
の
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
川

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
情
報
は
、
お
子
持
ち
川
平
成
三
年
度
に
、
大
洲
市
が
発
注
す

の
各
種
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
機
川
る
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
を
得
た

能
付
き
ワ
ー
プ
ロ
で
得
ら
れ
ま
す
。
ま
山
い
人
は
、
次
の
要
領
で
、
申
請
書
を
提

た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
お
持
ち
川
出
し
て
く
だ
さ
い
。

で
な
い
方
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
川
な
わ
、
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
局
に
あ
た
川
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
か
ら

り
、
次
の
要
領
で
会
員
を
募
集
す
る
ご
山
第
二
十
七
条
の
三
十
二
の
規
定
に
基
+
つ

と
に
し
ま
し
た
。
個
人
、
団
体
を
問
わ
川
く
経
営
規
模
、
そ
の
他
経
営
に
関
す
る

ず
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
川
事
項
の
審
査
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
会
費
は
無
料
で
す
。
川
必
要
で
す

0

0
申

込

方

法

山

公

共

下

水

道

工

事

を

希

望

す

る

人

は

、

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
い
ず
れ
で
も
申
し
山
資
格
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
経
歴
書
を

込
め
ま
す
。
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
申
し
川
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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E

一二一主==zE三三三三三三三主主主二三主二二ニ-EE--一一一一一一二三=一一一一二三一一一

望

」

と

明

記

し

、

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、

川

る

ご

と

に

し

ま

し

た

。

職
業
、
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
川

ju

一
指
導
期
間
一

て

く

だ

さ

い

。

一

ん

凶

斗

い

平

成

2
年
日
月

1
平
成
3
年
3
月

O
申

込

及

び

問

い

合

せ

先

川

さ

窟

さ

一

届

出

書

(

ハ

ガ

キ

)

配

布

場

所

一

-
〒
市
大
洲
市
東
大
洲
一
九

O
番

也

川

比

由

mw

もこ

1
幡
浜
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

け
山
の

M
刊

を

T

ノ

グ

リ

ー

ン

ト

ピ

ア

情

報

セ

ン

タ

川

士

鑓

守

く

(

宮

む

5
1
2
1
)
、
市
役
所
都
市
整

告
白
)
2
2
5
5

川

E

ι
町

て

備

課

建

築

係

(

宮

⑪

2
1
1
1
内
3
6
7
)

・一
T

市
大
洲
市
大
洲
六
九

O
番

地

一

一

蹴

主

レ

一

提

出

先

}

大

洲

市

役

所

農

林

振

興

課

営

農

係

川

口

1

八
幡
浜
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

宮
(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
0
川

市

役

所

都

市

整

備

課

建

築

係

川
県
で
は
、
建
築
士
法
に
定
め
る
建
築
※
郵
送
の
場
合
一
〒
別
松
山
市
一
番
町

※
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
に
は
、
後
目
、
川
士
の
住
所
等
の
届
出
が
十
分
で
な
い
た
四
丁
目
四
の
二
愛
媛
県
土
木
部
建
築

入

会

案

内

を

送

付

し

ま

す

。

川

め

、

支

障

を

き

た

し

で

い

ま

す

。

住

宅

課

川
こ
の
こ
と
か
ら
、
建
築
士
会
の
協
力

川
を
得
て
、
届
出
制
度
の
周
知
を
図
る
と

川
と
も
に
、
次
の
と
お
り
届
出
を
指
導
す

建
設
工
事
の
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
受
付

受
付
期
間

平
成
二
一
年
三
月
一
日

1

三
月

J

二
十
日

大
洲
市
建
設
部
監
理
室

受
付
場
所

※
詳
し
く
は
監
理
室
ま
で
わ
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
6
6

3 -
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平
成
二
年
度
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期

限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は
大
変
混
雑

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
正
し
い
確
定
申
告
を
}

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、
自

分
自
身
で
税
法
に
従
っ
て
そ
の
所
得
と

税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納

税
す
る
と
い
h

フ
H

申
告
納
税
制
度
H

を

採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
お
早
め

に
申
告
と
納
税
を
行
つ
で
く
だ
さ
い
。

一
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
一

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
場
合
な
ど
で
、
平
成
二
年
中
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
、
配
偶
者
特
別
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
と
き

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が
、

千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
一
月
一
日
以

降
提
出
で
き
ま
す
か
ら
、
申
告
書
は
早

市県民税Z喜韓日程表平成 3年度表 I

め
に
書
い
で
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定

申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額
の
合
計

額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
ご

れ
を
含
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

一
白
色
申
告
者
も

収
支
内
訳
書
の
添
付
を
}

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
平
成
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
と
き
に
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た

平日は午前9時~午後4時30分

土曜日は午前9時~正午(2/9，2/16，2/23，3/2)

(日曜、祭日は除きます。)

なj己、税務署は、 2/23(士)と 3/ 9 (卦は閉庁します。

*申告相談時間

収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

{
総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を
一

事
業
所
得
な
ど
を
生
ず
べ
き
事
業
を

行
っ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
年
の
事
業

所
得
な
ど
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
合
計
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を

記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を
、
税

務
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
市
県
民
税
の
申
告
相
談
〈
〉

税
務
課
で
は
、
表

I
の
日
程
で
申
告

の
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

覚
せ
い
剤
は
、
健
康
な
入
を
廃
人

に
し
、
幸
せ
な
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
ま

す
。
税
関
で
は
、
海
外
か
ら
持
ち
込

ま
れ
る
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の

H

白

い
粉
ο

を
撲
滅
す
る
た
め
、
取
締
り

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
あ
れ
は
・
・
・
L

「
も
し
か
し

た
ら
・
・
・
」
と
感
じ
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。

連

絡

先

O

O
松
山
税
関
支
署

告

0
8
9
9
⑪
0
3
0
1

0
松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

宮

0
8
9
5
⑫
1
2
5
4

4 

士也 区 申告内容 其日 間 場所 lZ』三ミ 土芸3

大 沙i'[ 申告相談 2月 8 日 ~19 日 市役所税 務課

上須戒 // 2月20日 連 絡 所 会議室

新 -1二I
名， 2月21日 // イシ

大 I(大)11) 名， 2月22日 名， イシ

川 I(蔵川) 'l 2月22日 基幹集落センター

平 里子 ペツ 2月25日 連絡所 会議室

南久米 // 2月26日 // // 

菅 田 ペF 2月27日 // 'l 

移P 沢 // 2月28日 'l 'l 

善 // 3月 1日 ク ろ〉

jへ 多 喜 ウ 3月 4日 ク // 

大洲地区(農業者申告相談) 3 月 5 日 ~7 日 税務署 会議室

国税申告指導の協力 3月 8 日 ~15 日 イシ イシ

申 左仁とコ 指 導 3月 1 日 ~15 日 市役所税務課

許
し

/ノま

白え
粉
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おおず

市
政
モ
一

一タ

i

広報

大
洲
市
で
は
、
平
成
三
年
度
の
市
政

モ
ニ
タ
ー
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

市
政
に
対
し
て
の
熱
意
と
関
心
を
わ
持

ち
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

平成3年 2月1日

募
集
中
グ

大学生・専門学校の生徒などは、

20歳以上であって も国民年金への

加入は任 意 で し た が、今年の 4月

か らは、必ず加入しなければなら

ないことになります。

これにより、学生が事故や病気

で万一障害者になった場合でも、

障害基礎年金が受けられるように

なります。また、 20歳 か ら 60歳ま

での40年間加入することても、満額

の老齢基礎年金が受けられること

になります。

保険料の納付については、学生

とい う特殊な事情を考慮して、保

険料納付が困難な場合には保険料

を免除するなど、負担面における

配慮も検討されています。

国民年金に関する聞い合せは、

市民課年金係まで。

宮⑫ 2 1 1 1内線 25 6 

検保

W
J

金

一

安

ポス一

加入しましょう

5 



平成3年 2月1日

ぺ

!

貸

付

制

度

の

ご

紹

介

愛

媛

県

J

「
高
齢
者
居
室
整
備
資
金

l
L

愛
媛
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
親
族

と
同
居
す
る
た
め
に
、
住
宅
を
整
備
す

る
入
に
「
高
齢
者
居
室
整
備
資
金
L

の

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
条
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
貸
付
対
象
者

県
内
在
住
者
で
、
六
十
歳
以
上
の
親

族
と
同
居
す
る
か
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
二
十
歳
以
上
の
人

二
、
貸
付
の
対
象

現
に
居
住
し
て
い
る
か
、
又
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
家
屋
の
高
齢
者
専
用
居

室
及
び
高
齢
者
の
た
め
の
浴
室
・
ト
イ

おおず広報

レ
な
ど
の
整
備

三
、
貸
付
限
度
額

十
万
円

1
百
五
十
万
円

四
、
貸
付
利
子

年
率
三
%

五
、
償
還
期
間

十
年
以
内
(
据
置
期
間
な
し
)

六
、
償
還
方
法

元
金
均
等
に
よ
る
年
賦
又
は
半
年
賦

償
還

七
、
申
し
込
み
窓
口

最
寄
り
の
農
業
協
同
組
合
又
は
県
労

働
金
庫

hv
城
山
公
園
・
前
回
伍
健
句
碑
の
拓
本

※
融
資
に
対
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
各

申
し
込
み
窓
口
又
は
八
幡
浜
地
方
局
大

洲
出
張
所
福
祉
課
(
宮
⑫
5
1
8
1
)

ま
で
。大

洲
市
立
博
物
館
で
は
、
一
月
十
八

日
か
ら
「
拓
本
展
し
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
市
内
各
地
や
県
内

各
地
に
点
在
し
て
い
る
著
名
な
記
念
碑
・

文
学
碑
な
ど
の
拓
本
を
一
堂
に
集
め

て
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間
一
一
月
十
八
日

ー
二
月
二
十
八
日

展
示
場
所
一
市
立
博
物
館
第
一
一
展
示
室

展
示
点
数
一
約
六
十
点

第
八
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
次
の
と
わ
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
一
平
成
三
年
二
月
十
日
(
日
)

九
時
三
十
分
1

※
荒
天
時
は
十
一
日
(
月
)
に
順
延

。

受
付
時
間
一
大
会
当
日

八
時
四
十
分

1
九
時
二
十
分

集
合
(
受
付
)
場
所

大
別
市
民
会
館

参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
大
洲
市

体
育
協
会
事
務
局
(
大
洲
市
総
合
体
育

館
宮
⑫
6
2
5
5
)
又
は
、
大
洲
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
体
育
課
宮
⑫
2
1
1

1
内
線
3
8
9
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

6 ー

稽11鎗~t0---... 

J7JJ11 
拓
本
展

山
火
事
を
防
ご
う

風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
す
る
ご
と

の
多
い
こ
れ
か
ら
は
、
火
災
が
起
こ
り

ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
火
の
つ
き

や
す
い
落
葉
、
枯
れ
草
な
ど
が
一
杯
の

山
林
で
は
、
タ
バ
コ
や
火
の
粉
な
ど
の

小
さ
な
火
種
で
も
、
山
火
事
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

大
切
な
山
林
資
源
を
山
火
事
か
ら
守

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ

ト
「
ノ
O一

、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

二
、
た
き
火
の
残
火
は
、
土
を
覆
う
な

ど
し
て
完
全
に
消
火
す
る
。

一
二
、
周
囲
に
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
や
す

い
物
が
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
事

し
な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。



ま
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目
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菅

田
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西
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供

会

軍

手

二

十

ダ

l

ス
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内

福
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…

一

…

お

く

り

も
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金

一

封

(
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祉
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ク
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販

売

寄

付

設

三

ヶ

所

へ
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新

谷

白

田
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一

内

(
敬
称
略
)
金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
年
末
見
舞
品
と
慰
問
激
励
寝
ま
き
一
一
…

金
一
封
(
寄
付
金
)
田
口
中
央
ビ
売
綱
大
洲
地
区
販
売
底
一
同
五
十
二
枚
家
庭
奉
仕
員
訪
問
世
帯
へ
)
…
…
「
識
字
運
動
と
人
権
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ル

内

ク

リ

ス

タ

ル

ギ

ャ

パ

(

指

定

配

分

)

大

洲
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字

学

級
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出

会

っ

て

目

覚

め

て

金

一

封

(

寄

付

金

)

徳

森

偏

冨

金

一

封

(

柳

沢

地

区

社

協

へ

)

会

長

笹

川

箕

理

的

い

っ

た

艶

佐

野

宮

だ

っ

た

冬

子

の

思

永

総

業

代

表

冨

永

幸

利

柳

沢

崎

岡

冨

夫

年

末

の

お

く

り

も

の

く

つ

下

と

メ

…

一

…

い

か

ら

、

全

国

に

広

が

っ

た

こ

百

九

十

金
一
封
(
収
益
金
)
若
宮
ウ
イ
金
一
封
(
大
洲
茶
の
み
友
の
会
へ
)
ツ
セ
l
ジ
五
十
四
点
家
庭
奉
仕
員
尚
一
一
の
識
字
山
中
級
ま
布
、
我
が
固
で
の
識

ン

グ

ス

長

谷

菊

地

徹

訪

問

世

帯

へ

)

中

村

フ

ジ

大

洲

居

持

字

運

動

の

概

要

を

述

べ

で

き

ま

し

た

。

金
一
封
(
文
化
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
即
金
一
封
(
拾
得
金
満
期
に
よ
る
寄
付
労
働
組
合
支
部
長
中
井
俊
一
…
い
と
こ
ろ
で
、
一
九
五
五
年
(
昭
和
三
十

売

収

益

金

)

新

谷

帝

京

第

五

高

等

金

を

新

谷

地

区

社

協

へ

)

ギ

ヤ

ソ

チ

ヘ

ッ

ト

一

台

貸

出

し

…

年

)

に

文

部

省

が

「

国

読

の

読

み

書

き

学

校

新

谷

亀

井

保

知

用

)

新

谷

町

伊

賀

弘

附

能

力

」

の

調

査

を

し

た

結

果

、

「

読

み

金
一
封
(
二
周
年
記
念
収
益
金
の
一
金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
と
市
社
あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
…
一
室
宮
己
能
力
な
く
、
日
常
生
活
に
ま
す

部
)
一
二
の
丸
和
紙
工
芸

O
の
会
協
へ
)
八
多
喜
町
水
成
正
男
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
弁
こ
め
て
掲
載
さ
…
…
…
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
し
が
、
関
東
で

代

表

桧

田

早

苗

金

一

封

(

寄

付

金

を

市

内

福

祉

施

設

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

o

w

九
・
五
%
、
東
北
で
一
五
・
七
%
に
達

金

一

封

西

大

洲

増

田

恵

里

子

五

ヶ

所

へ

)

若

宮

古

同

友

睦

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

内

し

て

い

る

の

で

す

。

こ

の

一

号

夫

は

、

部

金

一

封

(

歳

末

た

す

け

あ

い

寄

付

金

)

(

物

品

の

口

座

)

的

落

差

別

の

結

果

、

文

字

を

奪

わ

れ

た

人

大

洲

保

育

所

母

親

ク

ラ

ブ

会

長

手

作

り

木

工

品

七

点

(

肱

北

保

育

所

開

々

め

識

に

も

、

A
7
日
な
お
、
日
常
生
活

白

石

朱

美

へ

)

田

口

中

央

ビ

ル

内

、

ク

リ

ス

夕

刊

に

支

障

を

き

た

し

て

い

る

人

が

、

動

作

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
毛
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
毛
糸
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を

人

的

撒

け

「

山

J

の

一

法

出

汗

…

…

…

一

基

し

て

い

ま

す

。

ご

れ

は

学

校

教

育

て

難

離

対

ユ

ま

一

生

り

希

ま

市

し

非

開

反

一

一

し

ユ

た

一

あ

じ

)

一

一

…

の

大

き

な

課

題

の

一

つ

で

あ

る

と

言

え

と

o
h
J

種

に

、

博

え

が

で

∞

拘

る

で

し

ょ

う

。

咽

汁

か

一

以

様

同

一

ぱ

川

』

1
一

限

切

羽

詰

出

…

一

…

「

生

活

の

た

め

に

必

要

ゐ

笠

一

子

力

と

し

映

ま

連

の

政

作

気

こ

と

o

制

す

一

議

日

制

九

却

し

匠

国

引

を

ト

入

、

で

士

山

で

弘

会

お

~

…

一

…

て

の

識

字

L

は
、
絶
対
に
保
障
し
泣
く

措

品

川

と

訓

こ

ル

で

は

一

々

数

定

位

式

月

ゆ

…

ー

で

は

な

ら

な

い

と

い

う

、

教

師

の

ん

比

一

意

権

上

」

共

o

カ

イ

」

リ

の

人

予

(

館

2

m

L

…

、

き

ば

ん

川

ι
田

町

村

山

山

y

t
円

引

ノ

U

J

る
一
館
一
間
取
府
開
花
ぞ
う
人
権
を
基
盤
と
し
た
教
育
内
容
の

、

」

犯

リ

ト

一

ウ

の

/

た

が

す

保

隣

3

1

州
創
造
及
び
教
育
活
動
内
で
の
教
師
の
白

川
同
浦

ι
7
イ

ュ

下

ナ

メ

ル

寸

貯

憐

一

。

洲

成

後

仰

の

高

さ

が

、

臨

め

で

聞

い

即

さ

れ

て

い

で

の

す

ア

ヘ

ミ

一

イ

ユ

化

で

発

洲

い

大

平

午

M

l

t

、

仁

館

ん

日

対

南

ト

が

ロ

フ

キ

面

料

い

引

い

加

齢

-
J

ぺ

-

f

w
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
カ

保

ィ

に

一

、

ル

ち

ブ

ラ

ド

映

無

券

、

だ

所

時

…

ー

一

方

識

字

運

動

J
Z
世
界
的
視
野
で
み

嶋

一

リ

調

斗

1
A
'
.

一

サ

入

は

ほ

咽

一

ぷ

パ

効

旧

制

る

と

、

今

主

配

一

佐

野

に

は

、

国

民

の

和

洲

ラ

人

い

ア

人

ク

「

に

加

場

整

人

め

映

映

υfuず

一

刻

サ

「

ノ

れ

い

「

黒

十

。

川

針

M
A
o
ι

和

U
以

上

一

…

r

識
字
率
が
宇
汁
一
%
を
超
え
て
、
国
の
経

「

れ

策

る

ヨ

た

カ

声

す

す

お

O
〈
〉
州
済
、
社
会
発
展
の
大
き
な
足
か
せ
と
な
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人
権
と
同
和
教
育

れ
て
い
ま
す
。
貧
咽
所
教
宥
の
機
会
を

奪
つ
で
、
大
量
の
非
識
字
者
が
生
ま
れ

て
、
行
相
似
貧
掴
を
再
生
産
す
る
と
い

う
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
咽
連
人
口
基
金
の
白

書
は
、
「
人
口
増
加
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
た
途
上
国
で
は
、
識
字
率
が
高
く
て

死
亡
率
が
低
い
。
」
と
報
告
し
て
い

ま
す
。
途
上
国
が
識
字
運
動
に
取
り
組

ん
で
、
先
進
国
が
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。
こ
れ
は
、
途
上
国
を
現
在
の
困

難
か
ら
抜
け
出
さ
せ
る
と
共
に
、
運
命

共
同
体
と
し
て
の
、
地
球
の
将
来
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

し
か
も
、
世
界
は
今
東
西
両
陣
営
聞

に
、
新
し
い
対
話
と
協
調
の
機
運
が
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

A
7
ほ
ど
各
国
が

協
力
し
て
、
識
字
を
推
進
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
と
一
言
え
ま

す
。
こ
の
機
を
逃
が
す
と
、
非
識
字
者

向
混
在
、
と
代
つ
も
な
く
増
大
し
、
解

決
が
最
も
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す

o
A
J守
、
こ
の
識
字
運
動
に
は
、
地

球
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
今
か
ら
二
十

一
世
紀
が
始
ま
る
ま
で
の
十
年
間
は
、

人
類
に
与
え
ら
れ
た
最
後
の
識
字
運
動

の
チ
ャ
ン
ス
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
連
は
一
九
八
七
年
十
二
月
、
一
九
九

O
年
を
「
国
際
識
字
年
し
に
す
る
と
決

議
し
ま
し
た
。
ご
の
項
続
く
。

- 7ー



彼
女
と
柄
の
よ
く
な
い
屋
台
屈
と
の
対

象
が
面
白
く
、
私
は
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
。
そ
の
音
に
気
付
い
た

彼
女
は
、
ほ
ほ
笑
み
を
浮
べ
な
が
ら
、

人
込
み
を
か
き
分
け
て
私
に
近
寄
り
、

た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
話
し
か
け
て

平
成
二
年
十
二
月
下
旬
、
自
宅
の
郵
そ
れ
は
一
昨
年
末
の
こ
と
、
私
は
、
き
た
。
仕
事
で
一
時
期
日
本
で
過
し
た

便
受
け
の
中
に
エ
ア
メ
ー
ル
の
封
筒
が
日
本
商
工
会
議
所
海
外
研
修
団
の
一
員
こ
と
が
あ
る
と
一
言
う
。
私
は
求
め
ら
れ

入
っ
て
い
た
。
見
知
ら
ぬ
発
信
人
は
、
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
ヵ
国
を
訪
問
る
ま
ま
に
彼
女
の
子
帳
に
住
所
を
書
い

ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ト
市
で
投
函
し
し
、
ス
ペ
イ
ン
に
立
ち
寄
っ
た
。
マ
ド
て
別
れ
た
が
、
そ
れ
っ
き
り
忘
れ
て
し

て
い
た
。
不
審
に
思
い
な
が
ら
中
を
確
リ
l
ド
市
の
世
界
的
に
有
名
な
ラ
ス
ト
ま
っ
て
い
た
。

か
め
る
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
一
緒
ロ
(
ノ
ミ
の
市
)
の
雑
踏
の
中
、
ガ
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
送
ら
れ
て
き
た

に
、
紙
に
包
ま
れ
た
金
色
に
輝
く
小
さ
ク
タ
の
並
ぶ
骨
と
う
屋
で
出
合
っ
た
老
カ
!
ド
と
十
字
架
を
再
び
手
に
し
な
が

な
十
字
架
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
出
て
き
た
。
修
道
女
の
姿
が
脳
裏
に
浮
ん
だ
の
で
あ
ら
、
生
れ
て
初
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
と
い

子

に

取

り

な

が

ら

い

ろ

い

ろ

と

想

い

を

る

。

う

日

を

実

感

し

た

よ

う

な

気

が

し

た

。

巡
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
一
つ
の
彼
女
は
一
生
懸
命
品
定
め
し
て
い
た
今
す
ぐ
に
で
も
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
飛
ん

こ
と
に
思
い
当
っ
た
。
が
、
小
柄
で
小
太
り
気
味
の
品
の
い
い
で
行
き
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
。

vω

前払
J
Z
J
弘正両前
b
d
b
品。ゅ
0
0
炉。伊ゆ伊ゆ
ψ

の炉。伊ゆ伊ゆ
ψ
0
0
0
0
砂伊ゆ
ψ

ゆ伊旬。。
ψ

ゆψ
。伊ゆゆゆ
ψ

ゆω
d
ω
d
b
ゆ伊ゆ
ψ

。ψ
0
0
0
伊ゆ
ψ
同

ω
d
h
前払証ゐ革伊司勿ゆ勿ゆ勿
0
0
0
ψ

ゆ伊
0
0
妙。。伊。。。伊ゆ勿ゆ畑

の
料
理
で
す
か

?
L
と
よ
く
聞
か
れ
る

ぐ
回
目
剖

vdef.ぃ r

ん
で
す
が
、
鹿
児
島
に
は
な
い
料
理
で

釘

4
Dゐ

日三
0.ι

す
。
鹿
児
島
の
郷
土
料
理
と
し
て
は
、

dpu 

さ
つ
ま
揚
げ
、
き
び
な
ご
料
理
、
ア
ク

巻
き
(
ち
ま
き
の
よ
う
な
も
の
)
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

V
鹿
児
島
市
内
は
、
河
川
沿
い
が
長
距

離
に
わ
た
っ
て
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

市
民
の
利
用
度
も
高
い
よ
う
で
す
。
大

洲
も
、
も
っ
と
水
辺
空
間
や
豊
富
な
水

を
有
効
利
用
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

V
息
子
た
ち
(
長
男
祐
二
く
ん
H
H
小

5
1、
二
男
隆
之
く
ん
H
H
小
四
H
H
)

は
、
二
人
と
も
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
で
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
い
て
く
れ
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
で
す
。

平成3年 2月1日
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わ
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中野矩子さん

(新谷・ 37歳)
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緑
の
鮮
や
か
さ
に
感
動

V
主
人
と
は
A
7
治
で
知
り
合
い
、
昭
和

五
十
一
年
に
結
婚
。
大
洲
へ
は
、
七
年

前
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

V
出
身
は
鹿
児
島
県
で
す
。
父
の
仕
事

の
関
係
で
引
越
し
が
多
か
っ
た
の
で
、

鹿
児
島
県
内
各
地
で
生
活
し
ま
し
た
o

v鹿
児
島
市
内
で
の
生
活
も
長
か
っ
た

の
で
す
が
、
夏
場
を
中
心
に
桜
島
の
灰

が
よ
く
降
る
の
で
、
街
の
緑
も
く
す
ん

だ
感
じ
な
ん
で
す
。
大
洲
の
緑
を
見
た

時
に
は
、
そ
の
鮮
や
か
さ
に
す
っ
か
り

感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

V
伊
予
さ
つ
ま
と
い
う
料
理
の
こ
と
で
、

「
さ
つ
ま
が
付
く
か
ら
鹿
児
島
が
本
場

旅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
無
限
の
楽
し
み
が
あ
る
。
そ

し
て
、
言
葉
の
壁
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
こ
に
生
れ
る
。

大
洲
の
地
を
訪
れ
る
旅
人
に
も
、
再

び
大
洲
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
態
度
で
接
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
一
枚
の
写
真

に
短
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
大
洲
の
絵
は

が
き
を
添
え
で
、
エ
ア
メ
ー
ル
を
投
函

し
た
の
で
あ
っ
た
。

新
刊
図
書
案
内

萎
涜
文
庫
の
追
加
寄
贈
図
書
五
百
二

十
五
冊
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

韓
国
金
銅
仏
研
究
松
原
三
郎
著

征

韓

論

政

変

萎

範

錫

著

日
韓
文
化
交
流
史
の
研
究
芳
賀
登
著

看

羊

録

萎

涜

著

古
代
日
本
と
韓
国
2
・
3
・
4
・
9

学

生

社

韓
国
の
独
立
運
動
上
・
下
回
書
刊
行
会

朝
鮮
古
文
化
粧
鑑
全
4
巻

梅
原
末
治
・
藤
田
亮
策
編
著

壬
辰
戦
乱
史
上
・
中
・
下
李
畑
錫
著

朝
鮮
時
代
通
信
使
国
立
中
央
博
物
館

好

太

王

碑

の

研

究

王

健

群

著

博

士

王

仁

金

昌

沫

著

新
韓
国
風
土
記
根
の
深
い
木
社
編

韓
国
大
鑑
日
韓
交
流
文
化
促
進
連
盟

12月末までの

大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

イ牛 数 262 235 

負傷者 375 299 

死 者 2 5 

図

書

館

朝
鮮
問
題
資
料
叢
室
田
口

ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
編

韓
国
文
化
遺
書
1
1
9

成
甲
書
房

韓
国
の
民
俗
文
化
財
全
3
巻

韓
国
文
化
公
報
部
編

韓

国

の

民

間

信

仰

張

善

根

著

韓
国
の
民
話
と
伝
説
朴
栄
溶
著

朝
鮮
料
理
全
集
1
1
6

金
鎮
植
著

韓
国
7
千
年
美
術
大
国
宝
全
ロ
巻

竹

書

房

朝

鮮

名

峰

久

保

田

博

二

著

韓
国
の
心
(
歌
集
)
イ
サ
オ
商
事

韓

国

の

仮

面

森

田

拾

史

著

日
韓
辞
典
・
韓
日
辞
典
民
衆
書
林

韓

国

短

編

小

説

選

岩

波

書

底

亀

甲

船

海

戦

記

金

竜

焼

著

8 -



おおず広報平成3年 2月1日

ズ町、f子自拘.(..;寺

クリスマス・プレゼン卜大会....12. 4 

もちつきで受流会....12.16 

士~傘護霊醤
大洲子をつなぐ親の会主催のクリスマス・プ

レゼント大会が開かれ、桝田市長、宇都宮市議

会議長扮する 2人のサンタが大活躍

‘ 12.13 

議

会

を

中

継

一
歩
会
の
会

問員
二十

園十二
生五月
ら人十
と カf アヲ
一大日
緒洲
に育
、成

も園
ち を
つ訪

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
交
流

会
は
今
年
で
十
八
回
目
、
園
生
た

ち
も
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
る
行

事
で
す
。

一
歩
会
が
持
ち
込

ん
だ
も
ち
米
七
十
キ
ロ
を
約
二
時

間
半
が
か
り
で
っ
き
上
げ
、
園
生

」
の
日
は
、

や
女
子
職
員
が
、

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
で
き
た
も
ち

き
れ
い
な
も
ち

は
、
園
生
の
食
事
や
お
や
つ
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

市議会がテレビ放映…

12月市議会から CATVが議会中継を開始しま

‘ 12.9 

記

念

公

演

ジャンボ門松飾り付け.... 12.27 

新谷青年団が全国青年大会・演劇の部で、優秀

賞を獲得。地元新谷公民館で記念公演を行いま

した。

「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

楽
し
く
行
く
年
を
見
送
ろ
う
』
と

- 9 -

八
多
喜
老
人
会
(
寿
会
)
が
、
十

一
一
月
二
十
七
日
、
八
多
喜
連
絡
所

前
に
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
山
か
ら

切
り
出
し
て
き
た
松
や
竹
な
ど
を

使
い
、
約
二
時
間
が
か
り
で
完
成

さ
せ
た
門
松
は
、
高
さ
三
日
の
超

大
物
。
梅
や
ス
イ
セ
ン
、
葉
ボ
タ

ン
な
ど
で
美
し
く
飾
っ
た
後
は
、

女
性
会
員
の
手
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
楽
し
い
語
ら
い
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。



平成3年 2月1日

嶋
崎
時
以
岐
川
崎
ト
よ
り

乳

幼

児

h
M円ト

¥
ミ
ソ
L

健
康
診
断
水
・
滝

実

施

日

該

当

者

2
月
5
日
(
火
)
平
成
2
年
9
月
生
※

2
月
ロ
日
(
火
)
平
成
2
年
6
月
生
※

2
月
比
日
(
木
)
平
成
元
年
7
月
生

2
月
四
日
(
火
)
平
成
2
年
3
月
生
※

2
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
口
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

子

帳

健

康

4目

圭~
ロPミ

日
時

2
月
日
日
と
2
月
U
日

9
時
加
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

広報

2
月

3
日

(
日
)

2
月
山
日

(
日
)

2
月
日
日

(
月
)

2 
(月
日 17
)日

2
月
白
日

(
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

仙
味
エ
キ
ス

9
時
却
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
l
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

2
月
白
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

2
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

職
員
の
募
集

大
洲
ホ
ー
ム

平
成
三
年
八
月
開
設
予
定
の

H

身
体

障
害
者
療
護
施
設
大
洲
ホ

i
ム
4

で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

一
採
用
職
種
・
人
員
な
ど
}

職

種

学

歴

・

資

格

人

員

生

活

指

導

員

有

資

格

1
人

理

学

療

法

士

有

資

格

1
人

看

護

婦

正

・

准

看

護

婦

2
人

栄

養

士

有

資

格

1
人

寮

母

加

入

介

助

員

1
人

調

理

員

3
人

用

務

員

大

型

自

動

車

免

許

1
人

一
応
募
受
付
期
間
}

平
成
三
年
二
月
一
日

1
二
十
八
日

一
問
い
合
せ
先
}

松
山
市
西
石
井
町
三
四
九
の
一
六

大
洲
ホ
l
ム
事
務
局
・
渦
尻
真
二
郎

宮

0
8
9
9
⑮
4
3
9
1

相談ごと案内
いず、れも無料です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

とき 2月 8日

2月20日

ところ 市役所

砂人権相談

とき 2月20日 13時一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 2月 5日 13日寺~16百寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 2月 1，12，20，25日

13日寺~16日寺

とごろ 社会福祉協議会事務局

惨家 庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 2月20日 9 日寺~12日寺

ところ 市 役所 2階会議室

急ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで

惨社 会保険相談

とき 2 月 5 ， 20 日 10時~16時

とごろ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 2月28日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉 会館fi@0947

惨不動産無料相談

と き 2月15日 9 II寺~16日寺

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花底 2階、常磐田J4

時

室
5

義

]
一
三
ロ

~

ク

会

時

階

ハU

司
υ

1
i
 

おおず

後

コし-一=ロ

久
し
ぶ
り
の
編
集
後
記
で
す
。
皆
さ

ん
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
か
ら
、
表
紙
の
シ
リ
ー
ズ
が

H

な

つ
か
し
の
大
洲
H

に
変
わ
り
ま
し
た
o

A
7
で
は
見
る
ご
と
の
で
き
な
く
な
っ
た

風
物
を
、
毎
月
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
月
と
り
あ
げ
た
写
真
は
、
昭
和
三

十
年
頃
の
も
の
で
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、

私
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
頃
の
大
洲

の
姿
な
ん
で
す
ね
・
・
・
。
写
真
そ
の

も
の
が
、
か
な
り
古
い
代
物
で
す
か
ら
、

少
し
見
づ
ら
い
所
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
点
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

昔
の
大
洲
の
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
大
洲
の
こ
と
を
考
え
て
み

る
の
も
一
興
で
は
な
い
か
と
思
い
、
こ

の
企
画
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
一
年

間
よ
ろ
し
く
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。

(
た
)

10ー

固定資産税4期

納期は 2月28日です

今月の納税
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